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●はじめに

このたびは，ディジタルオシロスコープDL1620/DL1640/DL1640Lをお買い上げいただきましてあ

りがとうございます。

このオペレーションガイドは，ディジタルオシロスコープを初めてお使いになる方でもすぐに操作

ができるように，基本的な操作をDL1640を中心に解説したものです。

なお，操作説明に "  " のアイコンがある場合は，ジョグシャトルを使って値を設定してください。

このオペレーションガイドのほかに，DL1620/DL1640/DL1640Lのすべての機能を解説した「ユー

ザーズマニュアル」(IM701610-01)と，通信機能だけを詳しく解説した「通信インタフェースユー

ザーズマニュアル」(IM701610-17)があります。このオペレーションガイドとあわせてご利用くださ

い。

ご注意ご注意ご注意ご注意ご注意
・本書の内容は，性能，機能などの向上により，将来予告なしに変更することがあります。また，

実際の画面表示内容が本書に記載の画面表示内容と多少異なることがあります。

・本書の内容に関しては万全を期しておりますが，万一ご不審の点や誤りなどお気づきのことがあ

りましたら，お手数ですが，お買い求め先か，当社CSセンター・支社・支店・営業までご連絡く

ださい。

商標

・Zipは，米国Iomega社の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

・本文中の登録商標または商標には，TM，®マークは表示していません。

・その他，本文中に使われている会社名，商品名は，各社の登録商標または商標です。
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垂直軸設定

ソフトキーメニュー

波形取り込み状態

グランドレベル

取り込み波形の表示位置

トリガレベル

波形取り込み回数

サンプルレート/水平軸設定

日付・時刻

トリガマーク

スケール値

基本操作

画面表示

● 水平軸の設定

● 設定の初期化/自動設定

4ページ

6，7ページ

時間軸

波形のズーム

● 波形取り込み設定

アクイジションモード/
レコード長

波形取り込み
スタート/ストップ

● シンプルトリガの設定

エッジトリガをかける

● 垂直軸の設定

垂直軸

チャネルごとに設定
(DL1620では，CH3と
CH4を操作しても無効
です。)

5ページ 8，9ページ

10，11ページ

自動設定/設定の初期化

スケール値

スケール値

SETUP

TIME DIV

ZOOM

SEARCH
HORIZONTAL

ACQ START/STOP

SIMPLE

ACTIONPRESET
CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

V DIV

VERTICAL

トリガ設定

HELP

SELECTRESET

SIMPLE

ACTION DELAY

MODE POSITION

MATHMISCFILE

COPY

CLEAR
TRACE

HISTORY

MEASURE

PRESET

CURSOR

SETUP DISPLAY

X - Y

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

V DIV

POWER

TIME DIV

MENU

IMAGE   SAVE

MENU
PHASE

SHIFT

ZOOM

SEARCH
HORIZONTALVERTICAL

GO/NOGO

COMP

ENHANCED

ACQ START/STOP

TRIGGER
TRIG  D

SNAP
SHOT

クイックリファレンス
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● 波形パラメータ
　 の自動測定/統計処理

● 波形演算● カーソル測定

表示されている
波形を消す

表示波形を
画面に残す

ユーザーズマニュアル9.2～9.4節 ユーザーズマニュアル　9.5～9.8節

ユーザーズマニュアル8.1節

14ページ

12，13ページ ユーザーズマニュアル　6.8～6.14節

12ページ

● スナップショット

● ヒストリメモリ機能 ● エンハンストトリガ ● ディスプレイ表示

● 画面イメージデータ
　 の印字/保存

過去の画面から

異常のある
画面を選択

以下の機能のうち，参照ページのない機能は，このマニュアルでは説明していません。ユーザーズ
マニュアル(IM701610-01)の指定節をご覧ください。

立ち上がり時間やパルス幅などの測定アイ
テムを自動測定/統計処理する

カーソル(マーカーカーソル，Vカーソル，Hカー
ソル，ヒストリデータのVカーソル，角度カー
ソル)，H&Vカーソルを使って，波形の各部
の値，2点間の差分，角度などを測定する

チャネル間の加減乗算/位相をずらしての加
減乗算/パワースペクトラム表示などをする

過去に取り込まれた波形データ(DL1640Lは
最大16000画面分、DL1620/DL1640は最大
4000画面分)を呼び出す/検索する

複雑なトリガをかけるのに使用する

画面イメージデータを内蔵
プリンタで印字(COPYキー)
したり，指定したメディア
に保存(IMAGE SAVEキー)する

画面を分割(1，2，4分割(DL1620では1，2
分割)から選択)して波形を表示する

便利な機能

X - Y

ユーザーズマニュアル9.1節

CLEAR
TRACE

SNAP
SHOT

DISPLAY

X - Y

MATH

PHASE
MEASURE CURSOR

HISTORY ENHANCED

MENU

COPY IMAGE   SAVE

MENU

HELP

SELECTRESET

SIMPLE

ACTION DELAY

MODE POSITION
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COPY

CLEAR
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SETUP DISPLAY

X - Y

CH 1

CH 2

CH 3
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MENU
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SHIFT
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COMP
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TRIGGER
TRIG  D

SNAP
SHOT
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設定の初期化/自動設定

設定を初期化する
フロントパネルのキー操作による設定を初期設定(工場出荷時の設定)に戻します。
初期化操作は，入力信号に合わせて設定をやり直すときに便利です。

実行前の設定に戻す実行

初期化操作後の表示例

入力カップリングはDC
電圧軸設定は50V/div(10：1)

入力信号に合わせて，縦軸，横軸，トリガ条件などを自動的に設定します。
とりあえず波形表示したいときや，入力信号がどんな信号なのか不明で設定条件がわからないときに便利です。

オートセットアップ

自動設定で波形を見る（オートセットアップ機能）

入力カップリングはDC

CH1入力信号の立ち上がりエッジでトリガ

CH1の入力信号を2～4周期表示する時間軸に設定

操 作操 作

操 作操 作

時間軸設定は1ms/div

メ   モ
・通信関連の設定など初期化されない項目があります。
・波形の取り込みは，自動的にスタートします。

メ   モ

SETUP

SETUP

実行前の設定に戻す実行

・オートセットアップが可能な入力条件は次のとおりです。
周波数 ：約50Hz以上
最大入力の絶対値： 約20mV以上(プローブの減衰比が

  1：1のとき)
種類 ：繰り返し波形

・波形の取り込みは，自動的にスタートします。
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垂直軸の設定

入力のON/OFF，カップリングの設定をする
入力カップリング，プローブの減衰比を以下の中から選択してください。
Coupling ：AC/DC/GND
Probe ：1:1/10:1/100:1/1000:1/10A:1V(0.1V/A)/100A:1V(0.01V/A)

波形のON/OFF

波形の表示振幅を変える(電圧軸設定)

操 作操 作

メ   モ

入力波形の表示振幅は，グリッドの1div(1目盛り)に対する電圧値(V/div)を変えることで調整します。
各チャネルごとに設定します。

操 作操 作

右に回すと波形が大きくなる

V/div変更例

20V/divから
5V/divに変更

入力カップリングの選択
プローブの減衰比の選択

～CH 1 CH 4

V DIV

～CH 1 CH 4

・使用するプローブの減衰比にあった設定にしないと，カーソル
測定などが正しく行われません。

(DL1620では，　　　　と　　　　)CH 1 CH 2

(DL1620では，　　　　と　　　　)CH 1 CH 2
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水平軸の設定

グリッドの1div(1目盛り)に対する時間(Time/div)を変えます。
設定範囲は，「2ns/div～800s/div」です。水平軸の表示範囲が10divなので，波形を表示できる時間は，「時間軸設
定×10」です。

操 作操 作

時間軸設定を変える

右に回すと波形が表示される
時間が短くなる

Time/div変更例

200µs/divから
50µs/divに変更

200µs×10＝2000µs

50µs×10＝500µs

等価時間サンプリングモードにする

入力信号をサンプリングする方式を，次の2種類から選択できます。
・ 実時間サンプリングモード ： 入力信号を順次サンプリングする
・ 等価時間サンプリングモード ： 複数回取り込んだ波形からデータをサンプリングし，トリガ点を基準にデータを並べ 
   直す(見かけ上のサンプルレートは最高50GS/sまで可能)

操 作操 作 等価時間サンプリングモード時の表示例

等価時間サンプリングモードをONにする

メ   モ

TIME DIV

ACQ

・等価時間サンプリングモードにできるサンプルレートは，レコード長により異なり
ます。詳しくは，ユーザーズマニュアル(IM701610-01)をご覧ください。
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表示波形の一部を時間軸方向に拡大できます。
本機器では，異なった拡大率でズーム位置を2箇所設定できます。
指定した2箇所の拡大位置の波形を両方表示するのか，片方だけ表示するのかを選択できます。

操 作操 作

波形をズームする

ズーム表示例

メ   モ
・時間軸の10divに表示されるデータ点数が50点以下(時間軸
の設定によっては40点以下)になると拡大できません。

・1divに表示されるデータ点数が50点未満になると，データ
間を補間して波形を表示します。補間したデータは，サン
プリングしたデータではありません。ご注意ください。

表示方法を選択

Z1またはZ2の倍率を変える(　)

Z1またはZ2ズームボッ
クス位置を変える(　)

Z2の拡大位置Z1の拡大位置

Z2の拡大波形(×40)Z1の拡大波形(×10)

ZOOM
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シンプルトリガの設定

トリガソース/スロープ設定操作例

トリガスロープを
　　から　に変更

観測したい信号がどのような状態になったときに波形を更新するのかを決めるのがトリガの設定です。
ここでは，トリガの設定のうち，トリガソース，トリガレベル，トリガスロープ，トリガモード，トリガポジションについてだけ
簡単に説明しています。エンハンストトリガについては，ユーザーズマニュアル(IM701610-01)をご覧ください。

トリガの対象にする入力信号をトリガソースといいます。トリガソースとして，CH1～CH4(DL1620では，CH1とCH2）
の入力信号のほか，外部入力信号(EXT TRIG IN)，使用商用電源信号(LINE)を選択できます。
トリガソースが，設定したトリガレベルをどのように横切ったときに波形表示を更新するかを以下の3つ(トリガスロープ)か
ら選択します。

：トリガレベルを下方から上方向に横切ったときにトリガをかける
：トリガレベルを上方から下方向に横切ったときにトリガをかける
：上記どちらの状態でトリガレベルを横切ってもトリガをかける

トリガソース/トリガレベル/トリガスロープを変更する

トリガレベルを変える( 　)

トリガスロープを変える

操 作操 作操 作操 作

トリガソースを選択

SIMPLE
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表示波形を更新する条件を設定します。次の5つのモードがあります。
Auto
Auto -Level

Normal
Single
Single(N)

：一定時間内にトリガがかからないときは，波形を自動更新
：一定時間内にトリガがかからないときは，トリガレベルを自動的に波形の中央値に変更してトリガをかけ，
波形を自動更新
：トリガがかかったときだけ波形を更新
：トリガがかかったときに1回だけ波形を更新します。
：トリガがかかったときに指定した回数だけ波形を取り込み，表示を更新します。

トリガモードを選択

トリガポジション
を変える(　 )

トリガモードを変更する

操 作操 作

トリガがかかった時点(トリガ点)のデータを，画面のどの時間軸位置に表示するかを決めます。
表示レコード長全体を100％として，％で設定します。

トリガポジションを変更する

操 作操 作

トリガポジションを10％，
50％，90％に1操作で設定

トリガポジション変更操作例

トリガポジションを
50％から10%に変更

・通常はトリガ点前後の波形を表示しますが，トリガディレイを設定 
すると，右図のようにトリガがかかってから所定の時間遅れて取り 
込まれた波形を表示できます。

メ   モ
遅延時間

トリガ点

T(トリガポジション)

MODE

POSITION
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波形取り込み設定

サンプリングデータをメモリに取り込むときに所定のデータ処理を施し，そのデータで波形を表示できます。次の3つのモー
ドがあります。
・Normal
・Envelope

・Average

アクイジションモードを選択

操 作操 作

：特別なデータ処理を行わない
：200MS/s(ハイレゾリューションモードONのときは100MS/s)でサンプリングしたデータから，
　アクイジションメモリへの取り込み間隔ごとに最大/最小値を求め，最大/最小値をアクイジションメモリ
　に取り込み，波形を表示する
：同じ時点(トリガ点を基準にした同じ時刻)の波形データの平均値を求め，その値で波形を表示する
　アベレージの方法は，次の2種類あります。
　指数化平均　：　Count＝Infinite時
　単純平均　　：　Count＝2～65536(2nステップ)時　

アクイジションモード設定操作例

▼ノーマルモード

▼エンベロープモード

アクイジションモードを変更する

同じ入力信号をノーマルモードとエンベロープモードで
観測したときに，ノーマルモードでは捕捉できなかった
グリッチがエンベロープモードでは捕捉できます。

ACQ
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レコード長の設定
レコード長とは，アクイジションメモリに取り込める波形データの量(設定レコード長)のことです。
レコード長を表すのにワードという単位を使いますが，1ワードは，サンプリングデータ1点分に相当します。
レコード長を長くすると時間軸設定を変えずに速いサンプルレートで波形観測ができます。
時間軸設定などによって，設定レコード長と表示レコード長が異なることがあります。

レコード長を選択

レコード長設定操作例

レコード長を｢1kワー
ド｣から｢100kワード｣
に変更

(上段：通常波形，下段：ズーム波形)

操 作操 作 ACQ
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ヒストリメモリ機能を使って過去の波形を表示する

操 作操 作 ヒストリメモリ機能操作例

「－270」番を表示

「－470」番を表示

DL1640Lは最大16000画面分、DL1620/DL1640は最大4000画面分(アクイジションの設定により最大画面数は異なり
ます)の波形データをメモリに記憶し，過去に表示された波形を呼び出して表示できます。たとえば，1000画面分のデー
タが保存されている場合は，現在表示されている波形を「0」番，1つ前の波形を「－1」番，2つ前の波形を「－2」番，
一番古い波形を「－999」番の波形として記憶します。この番号をジョグシャトルで選択して，画面に表示します。

メ   モ

波形をスナップショットする

操 作操 作

次の操作で，そのとき表示されている波形(スナップショット波形といいます)が画面に残ります。

HISTORY

SNAP
SHOT

レコードNo.を変える(　 )

・「Display　Mode」で「One」にすると指定した
1波形を，「All」にすると，指定した区間のすべ
ての波形を表示します。
・メモリに取り込まれた順番と，波形を取り込んだ
時刻を一覧表示できます。

スナップショット/ヒストリメモリ操作
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ヒストリメモリ機能を使って取り込んだ波形の中から，指定したゾーンを通過する波形，または通過しない波形を表示しま
す(ゾーン検索)。また，波形パラメータの自動測定結果が指定した条件にあったものだけを表示することもできます(パラ
メータ検索)。

操 作操 作

ゾーンを選択

ヒストリサーチ機能を使って検索をする

ゾーン検索の操作例

検索開始位置から検索条件に合致する部分を検索します。検索した結果はズーム波形表示領域に表示されます。
検索のタイプは，エッジ，シリアルパターン，パラレルパターン，パルス幅，オートスクロールの中から選択できます。

操 作操 作

検索タイプの選択

検索条件の設定

エッジ検索の例SHIFT����

サーチ＆ズーム機能を使って検索をする

検索対象波形の選択
検索条件の選択

ゾーンの設定(　 ) 検索の実行

ゾーン/パラメータの選択

指定したゾーンを通過
する波形を検索

検索の実行

HISTORY

ZOOM

検索条件 (検索実行回数=2回)　
　Source ：CH1，Level ：0V
　Polarity：　　，Hysteresis ：0.3div
　Count ：1，     Start Point ：-5div
　

波形の検索
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表示波形の印字/保存

　　　　　を押すだけで，指定したプリンタで画面イメージデータのハードコピーをとることができます。

操 作操 作

プリンタを選択

画面イメージデータを印字する

指定したプリンタへのハードコピーSHIFT����

       　　　　　を押すだけで，指定したストレージメディアに画面イメージデータを保存することができます。

操 作操 作

フロッピーディスク，
Zipディスク，PCカード，
USBストレージ，

内蔵フラッシュメモリ，
ネットワークドライブ

指定したストレージメディアに保存SHIFT����

画面イメージデータを指定したストレージメディアに保存する

メ   モ

メ   モ

出力形式を選択

Colorを選択

出力形式を選択

IMAGE   SAVE

MENU

MENU

COPY

MENU

COPY

IMAGE   SAVE

MENU

USBプリンタや
ネットワークプリンタ

内蔵プリンタ

・ AutoNamingを使うとファイル名を指定しなくても自動的に
名前を付けます。

・内蔵プリンタには，画面に表示されている波形を2～800000倍
に拡大して出力できるロングコピー機能もあります。


